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論文審査の要旨 

 

胸腹部大動脈瘤手術の重篤な合併症に脊髄虚血による対麻痺がある。本研究

では、この対麻痺の防止、軽減を図ることを目的として、ヒトの脊髄虚血とよ

く近似するウサギ脊髄虚血モデルを用いて、ミノサイクリンの虚血暴露後投与

による神経保護効果を検討した。 

24 匹の家兎に 15 分間の脊髄虚血暴露を行い、その後再灌流した。生理的食

塩水、ミノサイクリン（10 mg/kg）を再灌流 1 時間後から静脈内投与し、それ

ぞれコントロール群（C群）、M1群、再灌流 3時間後から同量のミノサイクリン

を静脈内投与した M3 群の 3 群に無作為に 8 匹ずつ割り当てた。生理的食塩水、

及びミノサイクリンは初回投与以降 12 時間ごとに 60 時間後まで計６回の静脈

内投与を行った。脊髄障害程度は、家兎後肢の運動機能を Tarlov scoreで評価

し、M1群は M3群、C群に比して障害程度は有意に軽度であった。脊髄の組織学

的変化は、L5横断スライスを HE染色し評価した。前角のニューロン数について

は、M1群では M3群、C群と比較し有意に数多くのニューロンが残存していたが、

M3 群と C 群の比較では有意差はなかった。白質の変化は空胞化率で評価したが

3群間に有意差はなかった。 

ミノサイクリンは脊髄虚血再灌流１時間後の静脈内投与において神経保護

作用を示した。一方、3時間後の静脈内投与ではその効果はなく、脊髄虚血に対

する神経保護作用の window period は短時間であることが示唆された。本研究

は胸腹部大動脈瘤手術における脊髄機能障害の防止、軽減を図る目的で臨床応

用を念頭になされたが、脊髄虚血再灌流障害に対するミノサイクリンの神経保

護効果が示され有意義な研究と評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成果は、参考論文とともに麻酔科学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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